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(57)【要約】
【課題】切屑吸引捕集機における切屑吸引フード装置と
して、エンドミルによる金型加工の場合のように、工具
とテーブルがＺ軸、Ｘ軸、Ｙ軸の複数軸において多彩に
広範囲に移動する加工にも適用可能なものを提供する。
【解決手段】先端部に主軸ヘッド３１の先端部の工具３
４を突出状態で包囲可能な吸引口１４付き吸引ノズル１
３を備えた吸引筒１２を有し、後部に主軸ヘッド嵌合筒
１９を有するリング状の吸引フード１１と、吸引フード
１１の吸引ノズル１３の周囲の同心環状部に列設した多
数のエア吹出しノズル２１からなる。エア吹出しノズル
２１は、ワーク３６の切削加工点の周囲部に向かう螺旋
エア流からなるエアカーテンを形成するとともに、エア
カーテンの内部にエアカーテンの螺旋エア流と同方向に
旋回しながら吸引ノズル１３の吸引口１４に向かう切屑
吸引用の竜巻エア流を形成可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端部に主軸ヘッドの先端部を工具の突出状態で同心的に包囲する吸引口付き吸引ノズ
ルを有するとともに後部に主軸ヘッド嵌合筒を有するリング状の吸引フードと、該吸引フ
ードの吸引ノズルの周囲の同心環状部に列設した多数のエア吹出しノズルを含み、エア吹
出しノズルは、工具によるワークの切削加工時に吸引フードの吸引ノズルの周囲近傍部か
らワークの切削加工点の周囲部の間に工具の軸線周りに旋回しながらワーク側に向かう螺
旋エア流からなるエアカーテンを形成するとともに該エアカーテンの内部にエアカーテン
を形成する螺旋エア流と同方向に旋回しながらワーク側から吸引フードの吸引口に向かう
竜巻エア流を形成可能である切屑吸引捕集機の切屑吸引フード装置。
【請求項２】
　吸引フードの吸引ノズルを先細の円錐状に形成してなる、請求項１記載の切屑吸引フー
ド装置。
【請求項３】
　各エア吹出しノズルを、旋回エア流の旋回方向において工具の先端側の延長軸線部を指
向するように内向きに傾斜させてなる、請求項１又は２記載の切屑吸引フード装置。
【請求項４】
　吸引フードの吸引ノズルに、吸引口の周囲の直前部において竜巻エア流の旋回方向にの
びる複数の求心案内翼を列設してなる、請求項１～３のいずれかに記載の切屑吸引フード
装置。
【請求項５】
　主軸ヘッドに軸線方向において離隔可能に組み付けてなる、請求項１～４のいずれかに
記載の切屑吸引フード装置。
【請求項６】
　先端部にエア吹出し口を有する工具と併用してなる、請求項１～５のいずれかに記載の
切屑吸引フード装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ワークに対して接離可能な主軸ヘッド（主軸台）の先端部に位置するフラ
イスなどの切削用工具の軸線周りの回転によってワークを切削加工する工作機械において
、ワークの切削加工により発生する切屑を吸引して捕集する切屑吸引捕集機における切屑
吸引フード装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、この種の切屑吸引フード装置は、主要手段として、主軸ヘッドの先端部
近傍に同心的に組み付けるとともにダクトを介してブロワ等の吸引エア流発生手段付きの
切屑捕集装置に接続する吸引フードを含んでいるが、慣用の吸引フードは、切屑の吸引口
を、工具によるワークの切削加工時にワークの切削加工点の周囲部に実質上密接する状態
で、主軸ヘッドに組み付ける構成になっている（例えば、特許文献１、２、３参照）。
【０００３】
　この慣用の吸引フードは、主軸ヘッド、従って工具の軸線方向（Ｚ軸）の移動やテーブ
ルの平面移動（Ｘ軸移動、Ｙ軸移動）が比較的単純で狭い範囲の場合には適用可能である
が、エンドミルによる金型加工の場合のように、工具とテーブルがＺ軸、Ｘ軸、Ｙ軸の複
数軸において多彩にかつ広範囲に移動する加工の場合には、これらの移動の支障になるた
め、実質上適用することが不可能である。
【特許文献１】特開平８ー７１８８６号公報
【特許文献２】特開平８ー７１８８４号公報
【特許文献３】実開平７ー３３５１３号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明は、上記のような点に鑑み、切屑吸引捕集機における切屑吸引フード装置とし
て、エンドミルによる金型加工の場合にも適用可能であるとともに切屑を的確に吸引可能
なものを提供することを主要な課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明によれば、上記の課題は、特許請求の範囲の請求項１に記載のように、先端部
に主軸ヘッドの先端部を工具の突出状態で同心的に包囲する吸引口付き吸引ノズルを有す
るとともに後部に主軸ヘッド嵌合筒を有するリング状の吸引フードと、該吸引フードの吸
引ノズルの周囲の同心環状部に列設した多数のエア吹出しノズルを含み、エア吹出しノズ
ルは、工具によるワークの切削加工時に吸引フードの吸引ノズルの周囲近傍部からワーク
の切削加工点の周囲部の間に工具の軸線周りに旋回しながらワーク側に向かう螺旋エア流
からなるエアカーテンを形成するとともに該エアカーテンの内部にエアカーテンを形成す
る螺旋エア流と同方向に旋回しながらワーク側から吸引フードの吸引口に向かう竜巻エア
流を形成可能である切屑吸引捕集機における切屑吸引フード装置によって解決する。
【０００６】
　この発明の切屑吸引フード装置においては、請求項２に記載のごとく、吸引フードの吸
引ノズルを先細の円錐状に形成することが望ましい。
【０００７】
　この発明の切屑吸引フード装置においては、請求項３に記載のように、各エア吹出しノ
ズルを、旋回エア流の旋回方向において工具の先端側の延長軸線部を指向するように内向
きに傾斜させることが望ましい。
【０００８】
　またこの切屑吸引フード装置においては、請求項４に記載のように、吸引フードの吸引
ノズルに、吸引口の周囲の直前部において竜巻エア流の旋回方向にのびる複数の求心（向
心）案内翼を列設することが望ましい。
【０００９】
　さらにこの切屑吸引フード装置は、請求項５にごとく、主軸ヘッドに軸線方向において
離隔可能に組み付けることが好ましい。
【００１０】
　この発明は、さらに、請求項６に記載のように、先端部にエア吹出し口を有する工具と
併用する切屑吸引フード装置も提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に記載のこの発明に係る切屑吸引フード装置によれば、吸引フードが工具によ
るワークの加工部から離隔した位置を占めるので、工具とテーブルが複数軸において多彩
に移動する加工の場合にも適用可能であるとともに、吸引フードとワークないしはテーブ
ルの間をのびるエアカーテンの内部における竜巻エア流によって切屑を吸引口に吸引する
ので、切屑を的確に吸引することができる。
【００１２】
　請求項２に記載の吸引フードの吸引ノズルの先細の円錐状構成によれば、直径が絞られ
た強力な竜巻エア流が吸引口に入る形になるので、切屑の吸引がより的確に行われる。
【００１３】
　請求項３に記載のエア吹出しノズルの内向きの傾斜構成によれば、隣接する吹出しエア
相互の干渉によって、エアカーテンが竜巻エア流の形成、従って切屑の吸引に適したほぼ
円筒状の形になる。
【００１４】
　請求項４に記載の求心案内翼の設置構成によれば、特に竜巻エア流中の切屑がその中央
部に向かう形になるため、特に正面フライスなどによる加工の際に生じる大径で周速が高
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い切屑も、吸引フードの吸引口に的確に吸引される。
【００１５】
　請求項５に記載の切屑吸引フード装置の主軸ヘッドに対する離隔構成によれば、主軸ヘ
ッド、従って工具がワークから離隔する待機状態において、ワーク側への移動を介して主
軸ヘッドから離すことにより、主軸ヘッドの先端部の周囲を自由な空間にすることができ
、これにより、特にマシニングセンタにおける工具の交換をスムースに行うことができる
。
【００１６】
　請求項６に記載のエア吹出し口付きの工具との併用構成によれば、吸引フードの吸引口
に向かう竜巻エア流が加速され、切屑の吸引が高速で的確に行われる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下図面に基づいて、この発明に係る切屑吸引捕集機の切屑吸引フード装置の好適な実
施形態について説明する。
【００１８】
　図１は、この発明の切屑吸引フード装置の好適な実施形態の要部の構成を略示したもの
で、切屑吸引フード装置１０の主構成手段であるリング状の吸引フード１１は、主軸ヘッ
ド３１の先端（下端）部を占める主軸３２の下端部から、主軸３２に取り付けた工具ホル
ダ３３及び工具ホルダ３３に保持した工具３４の上部までを包囲可能な高さの吸引筒１２
と、吸引筒１２上に同心的に配設した、主軸ヘッド３１の段付き下細略円錐状の先端部近
傍に嵌合可能な段付きで下細円錐状の内周壁部を有する主軸ヘッド嵌合筒１９を有してい
る。
【００１９】
　前者の吸引筒１２は、工具ホルダ３３の先端部（下端部）近傍に対向する部位から工具
３４の中間部対向部まで、工具３４の先端部側に向かって径が減少する状態でのびるとと
もに先端に吸引口１４を有する下細円錐状の吸引ノズル１３と、吸引ノズル１３上に同心
的に配設した胴筒１５からなっており、胴筒１５の上端には、主軸ヘッド挿通センタ穴１
７付きの水平な仕切り壁１６が付設してある。
【００２０】
　他方後者の主軸ヘッド嵌挿筒１９は、吸引筒１２の胴筒１５に付設の仕切り壁１６上に
、下端がその周囲部ないし周囲部近傍部に載る状態で同心的に配設してある。
【００２１】
　また胴筒１５に付設の仕切り壁１６の外周近傍部には、吸引筒出口１８が形成されてお
り、後述する吸引ダクト２４に連通可能に、主軸ヘッド嵌合筒１９の下端の外側に開口さ
せてある。
【００２２】
　切屑吸引フード装置１の今一つ主構成手段であるエア吹出しノズル２１は、吸引フード
１１の胴筒１５と主軸ヘッド嵌合筒１９を包囲する外筒２０の環状の下部に、エアの旋回
方向において工具３４の下方の延長軸線部を向くように傾斜して列設してあり、その直上
の外筒２１と胴筒１５の間に設けた環状エア供給路２２を介して供給されるエアを、工具
３４の下方の延長軸線部、換言すればワークを支持するテーブル３５に向かって斜めに吹
出すようになっている。
【００２３】
　また外筒２０には、吸引筒１５の仕切り壁１６の吸引筒出口１８を、外筒２０と主軸ヘ
ッド嵌合筒１９及び仕切り壁１６で包囲されたポケット２５を通して、吸引ダクト２４に
接続するためのダクト接続口２３が形成してある。
【００２４】
　図１に示すように、この切屑吸引フード装置１０は、吸引フード１１の主軸ヘッド嵌合
筒１９と吸引筒１５の仕切り壁１６が、主軸ヘッド３１の先端部近傍部に嵌合係合すると
ともに工具３４が吸引フード１１の吸引ノズル１３の吸引口１４から突出する主軸ヘッド
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組み付け状態で使用に供し、主軸ヘッド３１をテーブル３５の上方の待機位置から、工具
３４がワーク３６に係合する切削加工位置まで下降させて、工具３４を軸線周りに回転し
ながら、ワーク３６を切削加工する過程において、すべてのエア吹出しノズル２１からの
エアの吹出しによって、吸引口１４とワーク３６の切削加工点の周囲部ないしはテーブル
３５の対応部との間に螺旋エア流からなる円筒状のエアカーテンを形成しながら、エアカ
ーテン内に、エアカーテンと同方向に旋回しながら吸引フード１１の吸引口１４に向かう
竜巻エア流を形成する。
【００２５】
　このエアカーテン内に形成される竜巻エア流により、ワーク３６の切削加工によって生
じる切屑は的確に吸引口１４を通して吸引フード１１の吸引筒１２内に吸引された後、吸
引筒出口１８からポケット２５及び外筒２０のダクト接続口２３を通して切屑吸引フード
装置１０を離れ、この後吸引ダクト２４を通して捕集部に吸引されていく。
【００２６】
　図２～図３は、図１に示す実施形態に対して付設する二つの構成を例示したもので、図
２には、吸引フード１１の吸引口１４の周囲の直前部に、複数の求心案内翼２６を付設し
た構成が例示してある。この例では、各求心案内翼２６は、竜巻エア流の旋回方向にのび
る状態で、吸引フード１１の吸引ノズル１３に、吸引口１４から突出する工具３４（例え
ば正面フライス）に対向する吸引口１４の直前部を包囲するように取り付けてある。
【００２７】
　また図３は、切屑吸引フード装置１０を主軸ヘッド３１に対して離隔可能にするための
構成例を示したもので、ここでは、切屑吸引フード装置１０が、主軸ヘッド３１に取り付
けたエアシリンダ２７のロッド２８の先端に取り付けてあり、たとえばマシニングセンタ
における工具３４を交換する際には、テーブル３５の上方における主軸ヘッド３１の待機
状態において、ロッド２８の下方への突出を介して、切屑吸引フード装置１０を、主軸ヘ
ッド３１から切り離してその下方部に移動する。
【００２８】
　この発明に係る切屑吸引フード装置は、このほか、吸引筒の仕切り壁に形成する吸引筒
出口を、外筒のダクト接続口に対応する部分における１個のみでなく、仕切り壁の軸周り
に間隔をおいて弧状にのびる２個以上設けるとともに、これに対応してすべての吸引筒出
口に連通する軸周りに一連の弧状ないしは環状のポケットが形成されるように、特に主軸
ヘッド嵌合筒の外輪郭を変形したり、主軸ヘッドに対する離隔を送りねじ機構を介して行
ったり、先端部にエア吹出し口を有する工具と併用し、エア吹出し口を通した高速のエア
の吹出しによって、竜巻エア流が加速されるようにするなど、種々の形態で実施すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】この発明に係る切屑吸引フード装置の好適な実施形態の要部の構成概要図である
。
【図２】図１に示す実施形態の吸引フードに付設する求心案内翼の構成例の略平面図であ
る。
【図３】図１に示す実施形態に付設する切屑吸引フード装置の主軸ヘッドに対する離隔構
成例を示す略正面図である。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　吸引フード装置
　１１　吸引フード
　１２　吸引筒
　１３　吸引ノズル
　１４　吸引口
　１５　胴筒
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　１６　仕切り壁
　１７　主軸ヘッド挿通センタ穴
　１８　吸引筒出口
　１９　主軸ヘッド嵌合筒
　２０　外筒
　２１　エア吹出しノズル
　２２　環状エア供給路
　２３　ダクト接続口
　２４　吸引ダクト
　２５　ポケット
　２６　求心案内翼
　２７　エアシリンダ
　２８　ロッド
　３１　主軸ヘッド
　３２　主軸
　３３　工具ホルダ
　３４　工具
　３５　テーブル
　３６　ワーク

【図１】

【図２】

【図３】
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